
⚫ 地震調査研究推進本部の発足（平成７年）以来、全国稠密な地震計の設置、全国地震動予測地図の作成等、防災に資する調査研究を推進してきている。

⚫ 【地震調査研究の基本計画（第３期目／令和元年５月）】①これまでの地震調査研究の成果により集められた多様かつ大規模なデータが、十分に活用されていると

は言えない状況。 ②地震調査研究の分野においても、IoT・ビッグデータ・AI といった情報科学分野の科学技術を活用することが重要。

⚫ 従来からの地震調査研究に情報科学を採り入れた新たな展開を促進し、地震学に革新的知見をもたらすため、これまで蓄積されてきたデータをもとに、最新の情報科学

を活用した調査研究等を行う。その際、地震学の次代を担う若手研究者の育成も視野に、プロジェクト外の研究者への広報・周知を図る。

事業概要

委託先機関：大学・国立研究開発法人等
事業期間：令和３～７年度

委託国 大学、国立研究開発法人等

事業スキーム

令和4年度予算額 182百万円
（前年度予算額 152百万円）情報科学を活用した地震調査研究プロジェクト

地震調査研究の現状と事業の目的

情報科学と地震学が融合した研究テーマを公募、蓄積してきた莫大なデータ等を活用した新たな地震調査研究を支援する
とともに、「情報科学×地震学」研究分野全体の発展を目指す

情報科学×地震学

革新的・独創的な地震学の研究成果による新たな展開

・地震データ
・GNSSデータ
…

・地震・微動の自動検測
・大地震後の地震活動予測
・断層すべりの推移予測 …

・機械学習
・統計学
…

情報科学 期待される成果例データ

採択課題（令和3年度）革新的・独創的な研究テーマを掲げた５課題を採択

情報科学を活用した地震調査研究イメージ

✓ 人工知能と自然知能の対話・協働による地震研究の新展開（東京大学）

✓ 信号処理と機械学習を活用した地震波形ビッグデータ解析による地下断層の
探索（産業総合技術研究所）

✓ データ同化断層すべりモニタリングに向けた測地データ解析の革新（東北大学)

✓ 地震データの不完全性に対応した地震活動およびそれにともなう揺れの準リア
ルタイム時空間予測に関する研究開発（防災科学技術研究所）

✓ 長期から即時までの時空間予測とモニタリングの新展開（統計数理研究所）

幅広くプロジェクト外の
研究者にも広報・周知
することで、若手研究者
を含めた裾野を広げる

プロジェクト実施体制

採択研究者

PM、PO、TA (※)

アドバイザー
ミーティング

研究進捗会

プロジェクト運営委員会 採択研究者へのサポート

研究フォーラム
（勉強会）

プロジェクト
ポータル

一部公開で実施予定

※PM：プロジェクトマネージャー
PO：プロジェクトオフィサー
TA：テクニカルアドバイザー

関連する主な政策文書

「国土強靱化基本計画」（H30.12.14閣議決定）

「地震調査研究の推進について」（R元.5.31地震調査研究推進本部決定）


